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「今年の夏は　　　　　
　道産あなごに注目～！」

　札幌で活躍する2人の管理栄養士の方に、旬の魚をテーマ
としたコラムを交互にご寄稿頂きます。マチコさんの

コラム

お食事のカウンセリングサロン 
colan代表/管理栄養士/料理家/
コラムニスト
テレビ出演、新聞・雑誌などでコラ
ム連載や栄養監修、レシピ・スタイリ
ングの提供などを行う。講演会や食
事指導、料理講師、短大・専門学校
の非常勤講師など活動は多岐。ぎょ
れんと共に昆布や鮭の情報を広く
発信。
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マチコさんのおさかなコラム
「今年の夏は道産あなごに注目～！」01

特集3
道内リサイクル大手・鈴木商会の

「苫小牧プラ・ファクトリー」が竣工
10

　6月1日（水）、当別町にある道民の森 神居尻地区内「水源の森」で令和4年
度「お魚殖やす植樹運動」の植樹行事を開催しました。昨年・一昨年と新型コロ
ナウイルス感染症の急拡大ならびに非常事態宣言の発令を受け、行事としては
中止となり、事務局（ぎょれん環境部）で植樹していましたが、今年は十分な感
染対策を実施し、無事に開催することができました。
　当日は雨が降る悪天候のなか、北海道漁協女性部連絡協議会や地区漁協組
合長会の代表、在札系統団体や道・自治体の職員ら約60名が参加し、将来の自
然環境と漁業を守ることを願いながらミズナラ、ハルニレなど500本の苗木を
植えました。

よ
う
や
く
夏
本
番
！ 

今
年
は
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
戻
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
よ
ね
。
私
も
２
年
ぶ
り
に
リ
ア

ル
で
の
講
演
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
全
道
各
地
を
回

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
土
地
の
特
産

品
を
知
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
し
た
。
今
後
ま
た
道
内
の
市
町
村

を
訪
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
触
れ

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
今
頃
で
し
ょ
う
か
。
イ
タ

リ
ア
料
理
店
で
恥
ず
か
し
な
が
ら
初

め
て
北
海
道
産
の
あ
な
ご
を
食
べ
ま

し
た
。
函
館
産
の
あ
な
ご
を
使
っ
た

リ
ゾ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
が
、
身
が

ふ
っ
く
ら
し
て
い
て
臭
み
が
な
く
、

さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ
け
た
の
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
北
海

道
で
あ
な
ご
が
獲
れ
る
こ
と
に
い
た

く
感
激
し
ま
し
た
。

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
学
校
で
こ

の
話
を
し
た
と
こ
ろ
社
会
人
の
学
生

は
知
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。 

私
、
先
生
な
の
に
面
目
な
い

か
ぎ
り
…
。（
笑
） 

今
年
は
も
っ
と

道
産
あ
な
ご
を
食
べ
る
機
会
を
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
津
軽
海

峡
周
辺
か
ら
噴
火
湾
、
室
蘭
あ
た
り

で
獲
れ
る
そ
う
な
の
で
、
や
は
り
こ

こ
は
あ
な
ご
を
求
め
て
道
南
旅
行
で

し
ょ
う
か
…
。

あ
な
ご
は
非
常
に
栄
養
価
が
高
い

魚
類
で
す
。
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質

や
、
血
流
を
改
善
し
て
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
役
立
つ
オ
メ
ガ
３
系
脂
肪

酸
の
「
Ｄ
Ｈ
Ａ
」
や
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
も

豊
富
。
ま
た
皮
膚
や
粘
膜
を
丈
夫
に

し
、目
の
健
康
を
守
る「
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
」

や
高
血
圧
を
予
防
す
る
「
カ
リ
ウ
ム
」、

丈
夫
な
骨
を
つ
く
っ
た
り
、
神
経
の

興
奮
を
抑
え
る
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

夏
と
言
え
ば
う
な
ぎ
が
定
番
で
す

が
、
北
海
道
産
の
あ
な
ご
を
食
べ
る

こ
と
で
地
産
地
消
に
つ
な
が
り
、フ
ー

ド
マ
イ
レ
ー
ジ
も
低
く
な
る
の
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
で
す
。
あ
な
ご
ば
か
り

で
は
な
く
、
道
産
の
魚
介
類
を
も
っ

と
も
っ
と
食
卓
に
登
場
さ
せ
る
頻
度

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
お
い
し
く
、

さ
ら
に
地
球
に
も
や
さ
し
い
食
生
活

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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第
60
回 

決
議（
令
和
４
年
度
）

１
．
本
道
漁
業
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
が

不
透
明
な
中
に
あ
っ
て
、
海
洋
環
境
の
変
動
に
伴
う

基
幹
魚
種
で
あ
る
秋
鮭
、
す
る
め
い
か
、
さ
ん
ま
、

昆
布
な
ど
の
漁
獲
量
の
低
迷
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
漁
業
経
営
や
漁
場
環
境
な
ど
に
お
い

て
も
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

２
．
こ
う
し
た
環
境
下
、
昨
年
、
国
は
福
島
第
一
原
発
・

ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
処
分
方
法
と
し
て
、
海
洋
放
出

す
る
方
針
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
道
産
水
産
物
に

対
す
る
風
評
被
害
の
懸
念
が
増
し
て
い
る
ほ
か
、
道

東
太
平
洋
沿
岸
域
に
お
い
て
、
過
去
類
例
の
な
い
大

規
模
な
赤
潮
が
発
生
し
、
う
に
、
つ
ぶ
な
ど
の
水
産

資
源
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
な
ど
の
新
た
な
問
題

が
生
じ
た
と
こ
ろ
。

３
．
ま
た
、
昨
今
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
紛
争

が
国
際
的
な
社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
近
隣
諸
国
に

よ
る
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
（
E
E
Z
）
へ
向

け
た
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
頻
発
し
て
い
る
ほ
か
、
本
道

漁
船
に
対
す
る
臨
検
や
拿
捕
が
あ
ら
た
め
て
問
題
視

さ
れ
る
な
ど
、
漁
場
の
安
全
確
保
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

４
．
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
重
点
的
な
施
策
展
開
と

国
及
び
道
の
予
算
の
拡
充
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
に
お
い
て
、

以
下
の
４
項
目
に
つ
い
て
決
議
を
行
い
、
全
道
漁
協

系
統
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
、
実
現
を
目
指
す
こ
と

と
し
た
い
。

決
議
第
１
号

漁
業
経
営
の
安
定
・
強
化
に
向
け
た
取
組

⑴　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
対
策
の

継
続
と
拡
充
強
化

①
今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
を
見
据
え
、
令
和
２
年
度

以
降
に
措
置
さ
れ
た
漁
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
持
続

化
給
付
金
、
特
定
水
産
物
供
給
平
準
化
事
業
や
金
融
対

策
等
の
各
種
政
策
の
継
続
と
拡
充
を
図
る
こ
と

⑵　

漁
業
収
入
安
定
対
策
等
の
拡
充
強
化

①
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
つ
い
て
、
補
償
水
準
（
共
済

限
度
額
）
の
引
き
上
げ
等
の
制
度
改
善
、
掛
金
追
加
補

助
の
維
持
並
び
に
補
償
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
漁
業

に
係
る
制
度
の
検
討
・
整
備
を
図
る
こ
と

②
漁
業
施
設
共
済
に
つ
い
て
、
定
置
網
に
係
る
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と

③
積
立
ぷ
ら
す
に
つ
い
て
、
無
給
餌
養
殖
等
に
お
け
る
加

入
要
件
の
見
直
し
、
強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ
に
お
け
る

補
償
水
準
（
払
戻
判
定
金
額
）
の
引
き
上
げ
及
び
特
例

措
置
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種

の
拡
大
や
Ｉ
Ｑ
導
入
等
に
よ
る
資
源
管
理
強
化
に
対
応

し
た
新
た
な
所
得
補
償
対
策
の
導
入
を
図
る
こ
と

④
水
揚
げ
の
減
少
に
よ
り
収
支
が
悪
化
し
た
漁
協
の
経
営

の
維
持
・
安
定
化
の
た
め
に
、
共
済
制
度
に
類
す
る
経

営
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

⑶　

漁
業
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
対
策
の
拡
充
強
化

①
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
つ
い

て
、
国
の
負
担
割
合
の
更
な
る
引
き
上
げ
を
図
る
と
と

も
に
対
策
の
発
動
の
際
に
は
現
行
方
式
か
ら
一
定
価
格

を
上
回
っ
た
場
合
の
上
昇
分
を
補
て
ん
す
る
方
式
に
変

更
す
る
こ
と

②
漁
業
用
ガ
ソ
リ
ン
の
免
税
措
置
の
導
入
と
漁
業
用
燃
油

に
係
る
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図
る
こ
と

⑷　

漁
業
経
営
に
お
け
る
計
画
的
設
備
投
資
に
向
け
た
取

組
①
漁
船
・
漁
具
等
の
導
入
支
援
を
行
う
「
水
産
業
成
長
産

業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業
」（
以
下
、
新
リ
ー
ス
事
業
）

へ
の
十
分
な
予
算
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
船

リ
ー
ス
事
業
・
機
器
等
導
入
事
業
の
新
リ
ー
ス
事
業
へ

の
統
合
を
図
り
、
円
滑
な
事
業
活
用
の
た
め
に
基
金
事

業
化
す
る
こ
と

⑸　

道
産
水
産
物
の
加
工
流
通
対
策
の
拡
充
強
化

①
流
通
滞
留
魚
種
の
目
詰
ま
り
解
消
の
た
め
、
特
定
水
産

物
供
給
平
準
化
事
業
の
継
続
と
対
象
魚
種
の
拡
大
並
び

に
大
規
模
な
予
算
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
切
れ
目
な

い
事
業
活
用
を
可
能
と
す
る
た
め
に
基
金
事
業
化
を
図

る
こ
と　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
水
産
物

需
要
の
減
退
を
踏
ま
え
、
魚
価
維
持
・
流
通
安
定
・
輸

出
事
業
拡
大
等
の
支
援
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
道
産
水
産
物
の
販
売
力
強
化
や
魚
食
普
及
活
動
へ

の
支
援
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と　

③
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら

切
り
離
さ
れ
る
並
行
在
来
線
が
廃
線
と
な
り
、
鉄
道
に

よ
る
貨
物
輸
送
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
道
内
一

次
産
品
の
流
通
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
に
亘
り
、
国
の
責
任
に
お
い
て
鉄
道
貨
物
輸
送
の

機
能
を
維
持
す
る
こ
と

⑹　

漁
業
者
・
漁
協
に
対
す
る
金
融
支
援
措
置
の
拡
充
強

化
①
漁
業
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
、
船
価
に
応
じ
た
貸
付
限

度
額
の
引
き
上
げ
、
実
耐
用
年
数
に
見
合
っ
た
償
還
年

数
の
延
長
、
沿
岸
漁
業
者
の
経
営
形
態
に
則
し
た
漁
船

ト
ン
数
制
限
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

②
不
漁
や
自
然
災
害
の
発
生
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
が
続
発
し
て
お
り
、
経
営
改
善
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
漁
業
者
に
対
し
て
、
漁
業
近
代
化
資

金
の
法
定
償
還
期
限
を
超
え
る
期
限
延
長
及
び
金
融
円

滑
化
に
資
す
る
漁
業
信
用
基
金
協
会
保
証
付
き
長
期
運

転
資
金
の
創
設
に
つ
い
て
措
置
を
講
じ
る
こ
と

⑺　

本
道
水
産
業
の
担
い
手
・
外
国
人
材
等
の
確
保
対
策

の
強
化

①
新
規
漁
業
就
業
者
や
漁
業
後
継
者
の
生
活
基
盤
の
安

定
化
の
た
め
、
着
業
支
援
給
付
金
に
よ
る
支
援
や
漁

業
技
術
の
向
上
な
ど
の
育
成
支
援
体
制
の
拡
充
を
図

る
こ
と

②
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、
複
合
的
漁
業
経
営

を
営
む
沿
岸
漁
業
の
特
性
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
漁

船
漁
業
と
養
殖
漁
業
を
統
合
し
た
「
沿
岸
漁
業
」
と
い

う
移
行
対
象
職
種
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
受
入
人
数
・

対
象
漁
業
・
魚
種
の
拡
大
、
期
間
受
入
や
兼
業
漁
船
（
複

数
魚
種
・
複
数
作
業
）、
複
数
地
区
で
の
実
習
を
可
能

と
す
る
等
、
活
用
し
や
す
い
制
度
へ
改
善
す
る
ほ
か
、

特
定
技
能
資
格
制
度
に
お
け
る
派
遣
労
働
の
要
件
緩
和

と
弾
力
的
な
運
用
を
図
る
こ
と　

③
昆
布
漁
業
等
に
お
け
る
陸
上
共
同
作
業
施
設
の
設
置
や

漁ぎ
ょ
ろ
う撈
作
業
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・

デ
ジ
タ
ル
化
・
省
力
化
に
資
す
る
設
備
・
機
器
の
開
発

を
進
め
る
こ
と

決
議
第
２
号

漁
場
の
安
全
確
保
と
水
産
資
源
の
適
正
利
用
の

枠
組
構
築

⑴　

組
織
的
密
漁
の
撲
滅
に
向
け
た
密
漁
防
止
対
策
の
推
進

①
密
漁
に
対
す
る
取
締
体
制
の
強
化
と
と
も
に
罰
則
の
厳

格
適
用
及
び
更
な
る
効
果
的
な
罰
則
の
引
き
上
げ
を
図

る
こ
と　

②
夜
間
に
お
け
る
遊
泳
・
潜
水
に
つ
い
て
、
届
出
制
と
す

る
こ
と

⑵　

外
国
漁
船
に
よ
る
過
剰
漁
獲
抑
止
に
向
け
た
取
組

①
国
内
に
お
け
る
漁
獲
規
制
を
主
体
と
し
た
資
源
管
理
措

置
に
先
立
ち
、
外
国
漁
船
に
よ
る
す
る
め
い
か
・
さ
ん

ま
等
の
回
遊
魚
へ
の
過
剰
漁
獲
に
対
し
て
、
取
締
の
強

化
や
国
際
的
資
源
管
理
の
枠
組
の
構
築
等
、
実
効
性
の

伴
っ
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と

⑶　

国
際
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
我
が
国
領
海
内
に
お

け
る
漁
場
の
安
全
操
業
の
確
保

①
本
道
海
域
に
お
い
て
は
、
我
が
国
領
海
内
や
公
海
に

あ
っ
て
も
、
隣
国
に
よ
る
臨
検
や
拿
捕
・
銃
撃
さ
れ
る

懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
領
海
法
に
お
け
る
特
定
海
域

の
見
直
し
や
外
交
的
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

漁
場
の
確
保
と
安
全
操
業
が
担
保
さ
れ
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と　

②
日
本
近
海
に
お
け
る
近
隣
諸
国
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

や
軍
事
演
習
に
よ
り
、
洋
上
の
漁
撈
作
業
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
境
監
視
体
制
の
強
化
と

と
も
に
全
道
を
完
全
に
網
羅
し
た
無
線
局
・
漁
船
間
の

迅
速
な
情
報
受
信
体
制
の
更
な
る
強
化
等
を
図
る
こ
と

⑷　

漁
場
周
辺
海
域
に
お
け
る
遊
漁
に
係
る
ル
ー
ル
の
策
定

①
遊
漁
船
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
海
上
事
故
や
漁

具
被
害
等
の
発
生
防
止
と
水
産
資
源
の
保
護
・
適
正
利

用
並
び
に
漁
撈
作
業
や
漁
船
の
航
行
時
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
に
、
沖
合
・
沿
岸
域
に
お
け
る
鮭
・
鱒
釣
り

の
全
面
禁
止
措
置
を
含
め
た
遊
漁
に
係
る
ル
ー
ル
を
早

4つの議案が原案通り承認、決議された、第60回全道漁協組合長会議

ぎょれん 川崎会長

議長を務めたいぶり噴火湾漁協 
岩田組合長と副議長を務めたえさ
ん漁協 上見組合長
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6
月
16
日（
木
）、札
幌
市
の
第
二
水
産
ビ
ル
大
会

議
室
で「
第
60
回
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で
は
５
月
12
日（
木
）の

「
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
実
行
委
員
会
」

で
審
議
さ
れ
た
4
つ
の
決
議
案
が
上
程
さ
れ
原
案

通
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、決
議
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

特集1  第60回 北海道漁業協同組合長会議

特集1

第
60
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
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急
に
設
け
る
こ
と

②
遊
漁
者
に
よ
る
釣
果
物
や
ゴ
ミ
の
投
棄
等
に
対
す
る
罰

則
の
強
化
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
の
環
境
保
全

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
・
地
元
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と

③
遊
漁
に
よ
る
海
難
事
故
に
あ
た
り
、
救
助
活
動
に
対
応

す
る
漁
業
者
の
身
分
保
証
と
燃
油
代
・
人
件
費
等
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
公
的
支
援
制
度
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、
遊
漁
者
の
責
務
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と

決
議
第
３
号

漁
業
実
態
に
即
し
た
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用

と
増
大
対
策

⑴　

新
た
な
資
源
管
理
に
お
け
る
魚
種
・
漁
法
の
特
性
を

踏
ま
え
た
管
理
方
法
の
検
討

①
改
正
漁
業
法
に
お
い
て
基
本
と
さ
れ
る
Ｍ
Ｓ
Ｙ
に
基
づ

く
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
つ
い
て
、
精
度
の
高
い
資
源
評
価
と

混
獲
等
の
漁
法
特
性
を
十
二
分
に
踏
ま
え
、
漁
業
者
の

理
解
・
納
得
を
得
た
上
で
取
り
進
め
る
こ
と

②
主
要
魚
種
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
合
等

に
先
立
ち
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
に
基
づ
く
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
が
妥
当
か

ど
う
か
の
検
証
を
漁
業
関
係
者
と
協
議
す
る
こ
と

⑵　

重
要
魚
種
に
対
す
る
漁
業
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理

の
推
進

①
ほ
っ
け
（
日
本
海
道
北
系
群
）
の
資
源
管
理
に
つ
い
て

は
、
魚
種
の
生
態
の
特
性
上
、
資
源
評
価
に
よ
る
将
来

予
測
が
困
難
で
あ
り
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
は
馴
染
ま
な
い
こ

と
か
ら
、
道
、
道
総
研
の
指
導
の
も
と
、
着
実
に
資
源

回
復
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
自
主
的
資
源
管
理
を
発
展

さ
せ
た
「
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を
基
本
と
し
た
も
の
と

す
る
こ
と

②
す
け
と
う
だ
ら
に
つ
い
て
は
、
資
源
の
変
動
要
因
と
な

る
海
洋
環
境
の
変
動
を
踏
ま
え
た
精
度
の
高
い
資
源
評

価
に
よ
る
漁
獲
枠
の
設
定
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
数
量
を
固
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
未
利
用
分

の
漁
獲
枠
を
次
年
度
へ
相
応
の
繰
越
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
漁
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
弾
力
的
な
運

用
を
行
う
こ
と

③
ま
だ
ら
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
と
の
跨ま

た

が
り
資
源
で
あ

り
資
源
評
価
の
精
度
が
十
分
で
は
な
く
、
資
源
評
価
精

度
の
低
い
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
を
漁
獲
抑
制
に
負
わ
せ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
現
場
の

実
態
を
十
分
反
映
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
混
獲
対
策
を
す
る
こ
と

④
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
出
世
魚
と
し
て
、
も
じ
ゃ
こ
と
呼

ば
れ
る
幼
魚
の
段
階
か
ら
、
ふ
く
ら
ぎ
、
い
な
だ
、
ぶ

り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
過
程
で
漁
獲
対
象
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
地
区
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と

　
　

ま
た
、
漁
獲
量
に
つ
い
て
、
年
度
毎
の
変
動
が
大
き

く
予
測
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
沿
岸
漁
業
の
特
性
に

配
慮
し
た
柔
軟
な
制
度
運
用
を
す
る
こ
と

⑤
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
お
い
て
、
適
切
な
本

道
漁
獲
枠
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
漁
獲
制
限
に
よ
り

逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
た
漁
業
経
営
を
強
い
ら
れ
る
漁
業
者
に
対
す
る

支
援
を
行
う
こ
と

　
　

ま
た
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
資
源
の
増
加
に
よ
り
、
い
か
釣

り
漁
業
に
お
け
る
漁
具
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
よ
る
漁
業
被
害
へ
の
補
償
等
の

支
援
を
行
う
こ
と

⑶　

増
養
殖
事
業
・
栽
培
漁
業
に
よ
る
資
源
増
大
対
策
の

推
進

①
水
産
資
源
の
回
復
・
増
大
を
図
る
た
め
、
増
養
殖
事
業
・

栽
培
漁
業
に
お
け
る
種
苗
生
産
等
の
技
術
開
発
・
育
種

や
施
設
整
備
に
必
要
と
な
る
予
算
を
最
大
限
に
確
保
す

る
と
と
も
に
、
継
続
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
②
来
遊
数
量
が
減
少
し
て
い
る
秋
鮭
に
つ
い
て
、
種
苗
生

産
体
制
の
維
持
・
安
定
を
図
る
た
め
、
資
源
の
減
少
要

因
の
解
析
、
親
魚
確
保
、
孵
化
放
流
技
術
の
研
究
強
化

等
、
実
効
性
の
あ
る
資
源
回
復
措
置
を
早
急
に
講
じ
る

こ
と
と
と
も
に
、
資
源
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
、
国
に

お
い
て
孵
化
放
流
事
業
や
施
設
整
備
に
係
る
支
援
を
行

う
こ
と

③
昆
布
、
さ
ん
ま
、
い
か
な
ど
資
源
が
低
位
に
あ
る
魚
種

や
大
量
斃
死
の
発
生
し
た
養
殖
ほ
た
て
に
つ
い
て
、
資

源
減
少
等
の
原
因
究
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
不
漁
問

題
対
策
と
し
て
海
域
の
特
性
に
合
っ
た
実
効
あ
る
資
源

増
大
対
策
を
講
じ
る
こ
と

④
海
域
状
況
に
適
合
す
る
放
流
事
業
等
、
ほ
た
て
、
か
き
、

あ
さ
り
、
う
に
、
つ
ぶ
な
ど
、
各
浜
に
お
い
て
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
資
源

増
大
対
策
の
推
進
と
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と

⑤
つ
ぶ
な
ど
の
栽
培
漁
業
の
確
立
が
資
源
増
大
に
寄
与
す

る
と
期
待
さ
れ
る
漁
業
種
類
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
技

術
の
研
究
を
進
め
、
漁
業
生
産
に
反
映
す
べ
く
実
用
化

を
図
る
と
と
も
に
、
鮭
、
昆
布
等
に
お
け
る
環
境
変
動

に
適
合
し
た
種
苗
の
開
発
に
向
け
て
育
種
研
究
の
推
進

を
図
る
こ
と

⑥
漁
業
者
・
漁
協
に
よ
る
魚
介
類
の
陸
上
養
殖
の
研
究
や

取
組
に
つ
い
て
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

決
議
第
４
号

漁
場
環
境
の
保
全
と
継
承
に
向
け
た
対
策

⑴　

福
島
第
一
原
発
事
故
・
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
処
分
に

係
る
対
策

①
漁
業
者
・
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
か
で
、
ア
ル

プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
行
わ
な
い
こ
と　

②
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
保
管
を
継
続
す
る
と
と
も
に
海
洋

放
出
以
外
の
新
た
な
保
管
・
処
理
方
法
な
ど
の
検
討
を

続
け
る
こ
と

③
海
洋
放
出
の
方
針
決
定
に
よ
る
風
評
被
害
と
、
将
来
、

実
際
に
海
洋
放
出
が
行
わ
れ
た
場
合
に
生
じ
る
風
評
被

害
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
こ
と

④
国
の
責
務
と
し
て
、
漁
業
継
続
に
向
け
て
必
要
と
な
る

あ
ら
ゆ
る
対
応
策
を
適
宜
実
施
す
る
こ
と

⑵　

赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
に
係
る
実
効
あ
る
対
策

①
赤
潮
の
発
生
原
因
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
水
産
動
植
物

等
へ
の
影
響
を
解
明
す
る
こ
と　

②
最
先
端
技
術
の
活
用
や
海
洋
環
境
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
を
通
じ
、
迅
速
、
広
域
的
か
つ
継
続
的
な
赤
潮
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
赤
潮
予

見
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と　

③
先
般
措
置
さ
れ
た
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急
支
援
事
業
に

お
い
て
、
要
件
の
緩
和
や
助
成
対
象
の
拡
大
等
、
漁
業
現

場
の
実
態
を
反
映
さ
せ
た
弾
力
的
な
運
用
を
行
う
こ
と

④
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
の
対
象
漁
業
に
つ
い
て
、
資

源
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
、
補
償
水
準
の
維
持
、
下
落

防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と

⑤
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急
支
援
事
業
の
活
用
が
困
難
で
あ

る
漁
業
者
や
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
の
補
償
対
象
と

な
ら
な
い
漁
業
者
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

将
来
に
備
え
対
象
魚
種
の
拡
大
な
ど
の
加
入
要
件
の
緩

和
を
行
う
こ
と

⑥
う
に
の
資
源
が
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
地
域
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
資
源
回
復
と
操
業
再
開
を
早
期
に
実
現
す

る
た
め
、
増
養
殖
事
業
に
係
る
施
設
整
備
を
含
め
、
種

苗
生
産
に
対
す
る
中
長
期
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

⑦
赤
潮
に
よ
り
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
つ
ぶ
等
の
資
源
に

つ
い
て
、
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
の
構
築
を
行
う
こ
と

⑧
赤
潮
を
起
因
と
し
た
漁
業
被
害
に
伴
う
水
揚
げ
の
減
少

に
よ
り
、
経
営
悪
化
が
著
し
い
漁
業
者
に
対
す
る
金
融

支
援
を
講
じ
る
こ
と

⑨
赤
潮
被
害
に
よ
る
漁
獲
の
減
少
に
伴
う
漁
協
の
事
業
手

数
料
の
収
入
減
に
対
す
る
経
営
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

⑶　

ス
マ
ー
ト
水
産
業
に
よ
る
沿
岸
漁
業
の
海
洋
環
境
測

定
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

①
水
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化
推
進
支
援
事
業
な
ど
の
拡
充
に

よ
り
、
漁
業
者
・
漁
協
な
ど
に
よ
る
効
率
的
な
海
洋
環

境
の
測
定
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
測
定
デ
ー
タ
を

共
有
し
操
業
に
役
立
て
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
こ
と

⑷　

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
（
藻
場
干
潟
、
水
域

監
視
等
）
に
つ
い
て
、
事
業
の
拡
充
並
び
に
予
算
の
復

活
・
恒
久
化
を
図
る
こ
と

⑸　

自
然
災
害
・
各
種
工
事
に
よ
る
漁
業
施
設
被
害
の
軽
減

①
流
木
捕
捉
工
の
設
置
等
、
流
木
の
河
川
や
海
洋
へ
の
流

出
未
然
防
止
対
策
の
更
な
る
拡
充
強
化
を
図
る
と
と
も

に
迅
速
な
撤
去
処
理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

②
流
木
を
始
め
と
す
る
海
岸
へ
の
漂
着
物
撤
去
の
た
め

に
、
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
な
ど
の
道
域
へ
の
十
分

な
予
算
の
確
保
や
か
つ
て
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
に

類
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

③
台
風
や
低
気
圧
被
害
に
よ
る
定
置
網
・
養
殖
施
設
、
荷

捌
き
所
、
倉
庫
等
の
漁
業
施
設
へ
の
被
害
や
海
岸
護
岸

崩
落
に
対
し
、
補
修
や
強
化
整
備
の
早
期
実
施
や
迅
速

な
支
援
、
海
岸
浸
食
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と

④
河
川
・
湖
沼
改
修
、
農
地
崩
落
、
新
幹
線
工
事
、
道
路
・

ト
ン
ネ
ル
工
事
、
農
薬
・
農
業
系
廃
棄
物
に
よ
る
漁
場

環
境
へ
の
影
響
を
緩
和
・
回
避
す
る
た
め
の
充
分
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と

⑹　

有
害
生
物
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

①
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
に
お
い
て
、

サ
メ
、
シ
ャ
チ
、
ラ
ッ
コ
等
に
対
し
て
事
業
対
象
範
囲

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
充
分
な
予
算
確
保
を
図
る
こ
と

②
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
海
獣
類
に
よ
る
漁

業
被
害
対
策
と
し
て
、「
専
業
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
」「
駆

除
事
業
の
拡
充
」
等
に
よ
る
漁
業
被
害
防
止
体
制
の
強

化
、「
海
獣
類
の
生
態
や
被
害
防
止
の
た
め
の
調
査
研

究
」
の
拡
充
強
化
並
び
に
、
海
獣
類
に
よ
り
漁
獲
物
や

漁
具
な
ど
へ
の
被
害
を
受
け
た
り
、
休
漁
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
漁
業
者
に
対
す
る
漁
業
被
害
補
償
制
度
を
創
設

す
る
こ
と

③
ほ
た
て
の
斃
死
や
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
の
原
因
究
明
と
対
策

の
拡
充
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
駆
除
処

理
に
係
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と

⑺　

水
産
業
に
お
け
る
脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
取
組
の
推
進

①
河
川
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
漁
業
者
が
実
施
す
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
抑
制
、
再
利
用
、
再
資
源
化
等
の
取

組
を
推
進
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
漂
着
物
の
堆
積

量
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
廃
網
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
廃
船

を
効
率
よ
く
低
コ
ス
ト
で
処
理
が
可
能
と
な
る
体
制
の

構
築
を
支
援
す
る
こ
と

②
昆
布
な
ど
の
海
藻
類
に
よ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
資
す

る
効
果
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
漁
業
者
が
実
施
す
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
効
果

に
着
目
し
た
海
藻
類
な
ど
の
資
源
増
大
に
向
け
た
取
組

を
支
援
す
る
こ
と

令
和
４
年
度

北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

〈
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
の
表
彰
〉

〈
常
勤
役
員
と
し
て
の
表
彰
〉

亀
田
　
元
教
さ
ん

広
尾
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

神
山
　
久
典
さ
ん

大
樹
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

西
野
　
憲
一
さ
ん

増
毛
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

中
村
　
正
俊
さ
ん

南
か
や
べ
漁
業
協
同
組
合
　
専
務
理
事
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本
道
漁
業
の
生
産
量
は
依
然
と
し
て
低
水
準
か
ら
脱

せ
ず
、
地
域
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
「
夢
と
活
力
あ
る
北
海
道
漁
業
の
再
興
」

を
目
指
し
策
定
し
た
、
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
組
織
を
挙
げ
て
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て

い
く
決
意
で
す
。

　

加
え
て
、
先
ほ
ど
の
全
道
組
合
長
会
議
で
決
議
し
た

「
社
会
・
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
漁
業
・

漁
村
の
発
展
」
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
３
ヶ
年
計
画
の
節
目
の
年

と
し
て
、
各
種
対
策
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

動
の
制
限
が
発
令
さ
れ
、
外
出
自
粛
や
飲
食
店
の
営
業

時
間
短
縮
が
続
く
な
か
、
本
会
で
は
巣
ご
も
り
需
要
な

ど
、
変
化
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
照
準
を
合
わ
せ
た
販
促

活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

輸
出
に
つ
い
て
は
、
回
復
の
兆
し
は
見
え
て
き
た
も

の
の
、
検
疫
の
強
化
や
出
入
国
制
限
に
よ
る
流
通
の
停

滞
な
ど
未
だ
水
産
物
へ
の
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
漁
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
持
続
可
能
な
「
北

海
道
ス
タ
イ
ル
の
漁
業
」
確
立
を
目
指
し
、
本
道
の
漁

業
実
態
に
即
し
た
「
適
切
な
資
源
管
理
の
実
現
」
及
び

「
資
源
増
大
対
策
の
推
進
」
等
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

国
や
道
へ
要
請
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
対
し

て
は
、
漁
業
者
や
漁
協
の
経
営
支
援
、
流
通
対
策
、
外

国
人
材
の
確
保
な
ど
各
種
対
策
を
実
現
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
に
お
け
る
ア
ル
プ
ス
処
理
水

の
処
分
方
法
に
つ
い
て
海
洋
放
出
に
断
固
反
対
の
立
場

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
申
し
入
れ
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
詳
細
は
、
先
ほ
ど
の
組
合
長
会
議
の
決
議
実
行

経
過
で
報
告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
結
果
、本
会
の
総
取
扱
高
は
二
千
八
百
五
十
一
億

円
、税
引
き
前
収
支
は
七
億
八
千
三
百
万
円
と
計
画
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画

　

次
に
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

 

川
崎
会
長 

挨
拶

 

令
和
３
年
度
の
事
業
概
要

　

本
道
漁
業
の
生
産
量
は
、
百
十
八
万
ト
ン
と
昨
年
を

上
回
っ
た
も
の
の
、
秋
鮭
や
昆
布
、
さ
ん
ま
と
い
っ
た

本
道
を
代
表
す
る
魚
種
の
資
源
水
準
は
依
然
低
位
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
漁
業
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
ほ
た
て
を
は

じ
め
コ
ロ
ナ
禍
で
下
落
し
た
魚
価
が
回
復
し
て
き
た
こ

と
で
昨
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
太
平
洋
沿

岸
で
は
大
規
模
な
赤
潮
が
発
生
し
、
秋
鮭
や
う
に
、
つ
ぶ

等
に
甚
大
な
漁
業
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
先
行
き
不
透

明
感
が
払
拭
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。　
　

　

国
内
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
経
済
活

［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 137

利用 0.3

特別会計 1

令和4年度事業別取扱計画

製品扱 850

販売 2,550

市場扱 1,700
億円

2,689
総取扱計画

億円

2,917 2,827

平成30年度 平成31年度

2,534

令和2年度

2,305

令和3年度

2,851

平成29年度
0
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2,500

3,000

3,500

令
和
3
年
度
の
取
扱
金
額
は
2
8
5
1
億
円

令
和
4
年
度
は
3
ヶ
年
計
画
の
最
終
年
度
と

し
て
、各
種
対
策
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

　

ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、川
崎
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲
載
）

の
の
ち
、船
泊
漁
協
の
大
石
組
合
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
令
和
３
年
度
の
決
算
」、「
令

和
４
年
度
の
事
業
計
画
」「
新
役
員
の
選
任
」
な
ど
、
８

つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
阿
部
会
長
と
今
回
の

総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
川
崎
会
長
、
本
田
常
務
、
本

間
常
務
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
（
８
、９
頁
に
掲
載
）。

議長を務めた船泊漁協 大石組合長

［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 137

利用 0.3

特別会計 1

令和4年度事業別取扱計画

製品扱 850

販売 2,550

市場扱 1,700
億円

2,689
総取扱計画

億円

2,917 2,827

平成30年度 平成31年度

2,534

令和2年度

2,305

令和3年度

2,851

平成29年度
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
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開会の挨拶をする川崎会長

8つの議案が全て原案通り承認されました

特集2

第
73
回 

ぎ
ょ
れ
ん
通
常
総
会

SPECIAL
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川
崎
会
長
か
ら
阿
部
会
長
へ

ぎ
ょ
れ
ん
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

退
任
す
る
役
員
か
ら
の
挨
拶

今
回
の
総
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
本
田
常
務
、

本
間
常
務
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
田
常
務
退
任
挨
拶

　

昭
和
53
年
か
ら
職
員

と
し
て
35
年
間
、
平
成

25
年
か
ら
役
員
と
し
て

９
年
間
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
役
員

と
な
っ
て
か
ら
は
昆
布
・
購
買
事
業
を
担
当
し

浜
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
課
題
難
問
が
あ
り
ま

し
た
が
、
一
つ
一
つ
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
新
し
い
課
題
は
押
し
寄
せ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
れ
ら
も
後
に
携
わ
る
方
々
の
英
知
で

克
服
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
皆
様
の
益
々
の
活
躍
を
お
祈
り
し
、
退
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。本

間
常
務
退
任
挨
拶

　

昭
和
57
年
指
導
連
へ

入
会
後
、
平
成
16
年
漁

連
と
統
合
し
、
通
算
で

40
年
間
、
漁
業
協
同
組

合
運
動
に
参
加
し
、
一

貫
し
て
指
導
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
浜
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
厳
し
い
漁
業
環
境

が
続
き
ま
す
が
、
海
は
限
り
な
い
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
系
統
一
致
団
結
し
て
浜
の
協
同
の
力
を
十
二

分
に
発
揮
さ
れ
、
北
海
道
漁
業
が
更
な
る
発
展

を
遂
げ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
永

い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
川
崎
会
長
が
退
任
さ

れ
、
阿
部
組
合
長
（
福
島
吉
岡
漁
協
）
が
新
会
長

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

阿
部
新
会
長  

就
任
挨
拶
（
要
旨
）

た
だ
い
ま
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
総
会
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
る
川
崎
会
長
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
系
統
団
体

長
と
し
て
本
道
漁
業
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
改
め

て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
本
道
漁
協
系
統
運
動
の
推
進
に
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
常
勤
役
員
を
退
任
さ
れ
ま
す
、

本
田
常
務
、
本
間
常
務
に
は
長
年
に
わ
た
り
、
本
道
漁
業

の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
の
漁
業
は
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う
水
産
資

源
の
変
動
や
生
産
者
の
減
少
と
高
齢
化
と
い
っ
た
構
造
的

問
題
に
加
え
、
自
然
災
害
の
増
加
、
加
工
・
流
通
・
輸
送

及
び
国
内
外
の
消
費
状
況
の
様
々
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、「
浜
の
た
め
に
・
浜
と
と

も
に
」
と
い
う
組
織
理
念
の
も
と
、「
夢
と
活
力
あ
る
北

海
道
漁
業
の
再
興
」
を
基
本
方
針
と
し
、
指
導
経
済
連
合

会
と
し
て
の
機
能
強
化
と
と
も
に
、
各
種
対
策
に
取
り
組

む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
本
道
漁
協
系

統
運
動
の
確
固
た
る
基
盤
を
も
と
に
、
今
後
、
川
崎
会
長

の
跡
を
引
き
継
ぎ
、
全
力
を
投
入
し
て
参
る
決
意
で
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
に
は
特
段
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

 
川
崎
会
長  

退
任
挨
拶
（
要
旨
）

本
日
は
、
大
石
組
合
長
の
適
切
な
議
事
さ
ば
き
と
、
ご

出
席
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
方
の
特
段
の
ご
協
力
に
よ
り
、

提
出
致
し
ま
し
た
議
案
全
て
を
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

道
漁
業
は
ご
存
じ
の
通
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
一
次
産
業
を

生な
り
わ
い業
に
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
厳
し
さ
も
あ
れ
ば
、
夢
も

あ
り
ま
す
。
改
め
て
長
年
に
わ
た
っ
て
北
海
道
の
漁
業
を

け
ん
引
し
て
き
た
浜
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
今
後
、
諸
問
題
の
解
決
を
し
な
が
ら
、
北

海
道
の
漁
業
が
日
本
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
世
界
に
と
っ

て
確
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
9
年
間
、
皆
さ
ま
方
に

は
大
変
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
怠た

い
だ惰
な
く
、
こ

う
し
て
退
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
浜
の
皆
さ
ま
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
友
人
、
あ
る
い
は

ま
た
、
こ
こ
に
お
い
で
に
な
る
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
り
、
心
か
ら
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
漁
業
が
益
々
栄
え
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

は
厚
岸
の
い
ち
漁
業
者
と
し
て
、
協
同
組
合
運
動
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
長

い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぎ
ょ
れ
ん
の
新
執
行
体
制

固く握手を交わす川崎会長と阿部新会長

代
表
理
事
会
長

阿
部　

国
雄

（
福
島
吉
岡
漁
協
）

代
表
理
事
副
会
長

菊
池　

元
宏

副
会
長
理
事

大
坂　

鉄
夫

（
根
室
漁
協
）

副
会
長
理
事

岩
田　

廣
美

（
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
）

代
表
理
事
専
務

安
田　

昌
樹

代
表
理
事
常
務

伊
藤　

貴
彦

代
表
理
事
常
務

山
口　

重
幸

代
表
理
事
常
務

中
村　

尚
広

代
表
理
事
常
務

瀧
波　

憲
二

理

事

池
守　
　

力

（
古
宇
郡
漁
協
）

理

事

工
藤　

幸
博

（
ひ
や
ま
漁
協
）

理

事

若
山　

唯
敏

（
鹿
部
漁
協
）

理

事

坂
本　

好
則

（
え
り
も
漁
協
）

理

事

山
﨑　

貞
夫

（
浜
中
漁
協
）

理

事

片
川　

隆
市

（
雄
武
漁
協
）

理

事

沖
野　

平
昭

（
猿
払
村
漁
協
）

理

事

佐
藤　
　

満

（
北
る
も
い
漁
協
）

理

事

風
無　

成
一

（
稚
内
機
船
漁
協
）

代
表
監
事

髙
桑　

康
文

（
常
呂
漁
協
）

常
任
監
事

村
上　

和
美

監

事

西
山　

武
雄

（
上
磯
郡
漁
協
）

監

事

近
藤　

龍
洋

（
釧
路
市
漁
協
）

（
令
和
４
年
７
月
１
日
時
点
）

ぎょれんの新機構図

平野参事

中村参事

指導教育部

漁政部

北見支店

根室支店

稚内支店

日高支店

室蘭支店

釧路支店

函館支店

小樽支店

留萌支店

札幌支店

東京支店

大阪支店

仙台営業所

福岡営業所

一戸部長

品質管理部
菊谷部長

共販部

購買部
島田部長

富樫部長

販売第一部
佐々木部長

販売第二部
鳥毛部長

山宮部長

神内部長

田中所長
東京事務所

環境部
上村部長

相澤支店長

久米支店長

渡辺支店長

久保田支店長

倉地支店長

川崎支店長

伊藤支店長

佐々木支店長

髙橋支店長

瀬川支店長

寺澤支店長

福田支店長 安封所長

池長所長

総
会

理
事
会

正
副
会
長
会
議

山口常務

阿
部
会
長

菊
池
副
会
長

安
田
専
務 中村常務

瀧波常務

監事会 髙桑代表監事
村上常任監事
西山監事
近藤監事

管理部

販売企画部

北室長

内部監査部
佐藤部長

平野参事兼務

監事室

総務企画部
中村参事兼務伊藤常務

コンプライアンス
推進委員会
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

11 ｜ ｜ 10

テープカットの様子。左から苫小牧市 小
お な

名産業
経済部長、ぎょれん菊池副会長、苫小牧漁協 伊
藤組合長、リファインバース㈱ 越智社長、（一社）
ALLIANCE FOR THE BLUE 野村代表、日本
軽金属㈱ 栗田苫小牧製造所長、㈱鈴木商会 
駒谷社長

　鈴木商会の「苫小牧プラ・ファクトリー」は、ぎょれん

と共同で実証化事業に取り組み、各漁協、生産者の協力や

理解を得ながら、この６月より本格稼働が始まりました。

　工場に設置された各種の設備で、ナイロン素材を中心と

した使用済みの漁網を「異物除去」「切断」「洗浄」「粉砕」

「押し出し」「ペレタイズ」を行い、１日最大4.8トン、

年間約1,300トンの再生ペレットの生産を目指します。こ

の再生ペレットは約３ミリほどの固形粒状のもので、再生

ナイロン樹脂製造販売業者であるリファインバースが繊維

メーカーなどに販売、付加価値のある新たな製品として

様々な製品の創造～アップサイクル～につなげていきま

す。

　本道では毎年およそ1,500～2,000トンの漁網が使用済
みとなり、現状ではその61％が埋め立て処分されている

と言われています。そのため、今回のような最終処分量の

削減や環境負荷のさらなる低減の観点から、こうした漁網

のリサイクルを進めることは非常に重要な取組です。

　鈴木商会ではこれまでの家電リサイクル事業やアルミ精

錬事業などに加え、新たな事業としてこの春に「海のリサ

イクル事業」を展開。同施設では「リサイクルの力で北海

道の海と漁業を守りたい」をテーマに掲げ、今後はロープ

やかごなどの漁業資材についてもぎょれんと共同でリサイ

クルに取り組む予定です。

ータクラトルド
シーソーーーセ
ジオカテボレン
リーートナノス
ゴゾートナモイ
ンケヌシバカカ
スヤカイダイン

シークワードクイズ
7月のテーマ
「夏の風物詩」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　7月は「夏の風物詩」がテーマです。夏になるとなぜか思い出すも
のってありますよね。    
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワー
ドが読めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、ど
れにも使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉北海道内で体験できるところは少ないと思います。

□
□
□
□
□
□
□

ウカイ（鵜飼い）
ウチワ（団扇）
エダマメ（枝豆）
カトリセンコウ（蚊取り線香）
カヤ（蚊帳）
スイカ（西瓜）
センス（扇子）

ソウメン（そうめん）
ナツマツリ（夏祭り）
ハナビ（花火）
ビアガーデン
プール
ムカエビ（迎え火）
ユカタ（浴衣）

6月号の解答と当選者

ビアガーデンプ
ナセヤソムミー
ハツウカカタル
シメマダエカグ
ンスレツビユイ
ウコンセリトカ
カイスセワチウ

解 答

リ ス ト

となります。

ジテンシヤ
（神恵内村）浜 の 母さんさん
（八 雲 町）八 雲 の 母さん
（室 蘭 市）鈴 木　 英 子さん
（登 別 市）日ハム大好きおばあちゃんさん
（根 室 市）黒 部 美 恵 子さん

廃棄ナイロン製刺網を再生ペレットへ
道内リサイクル大手・鈴木商会の
「苫小牧プラ・ファクトリー」が竣工

　昨今、プラスチック類による海洋汚染が世界的な問題となるなか、ぎょれんでは令和元年６月、「脱・抑プラ
スチック」へ向けて環境に配慮した資材の利用や漁具リサイクルの推進など、中長期的な視点に立った運動
を展開していくことを宣言。この度、ぎょれんと共同で廃網のリサイクルを進める㈱鈴木商会（本社・札幌市）
でこの事業の拠点となる「苫小牧プラ・ファクトリー」が完成し、現地説明会と開所式典が執り行われました。

開所式典あいさつ
　漁網は嵩

かさ

張る、軽いといった理由から処分の方法に苦慮して
いると言われています。そうしたなか、リファインバースから
この北海道の地において、漁網のリサイクルを一緒に取り組ま
ないか、という話をいただき、この事業であれば苦労している
皆さんにとって喜んでいただける、そして役に立てると考え、
協業させていただく決心をしました。今後は原料屋ではなく、
使い終わったものを再生し、それを使用するメーカーが喜んで
使ってもらえるような資源循環型の製造業という新しい立ち位

置に会社としてもステップアップしていきたいと考えておりますので、本日ご出席
の関係者の皆さまには今後ますますのご指導、ご鞭撻をよろしくお願い致します。

鈴木商会　駒
こまたに

谷社長

〈漁網リサイクルの流れ〉

生産者→漁協

苫小牧プラ・ファクトリー

廃網の集荷・分別
の指導

生産者・
漁協との調整

回収支援収集・運搬/
搬入

刺網からロー
プ・岩糸などを
除去し、網のみ
に分別

分別後のナイロン
製刺網

切断・洗浄
乾燥・粉砕 ペレタイズ

高温で溶かして
押し出す

水にくぐらせなが
ら冷却

出来上がった再生ナ
イロンペレット

アップ
サイクル

ロープ状に



大漁
祈願！

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

海
辺
に
住
ん
で
47
年
。波
打
ち
際
が
、す
ぐ

近
く
な
の
で
、日
々
の
波
の
音
、風
の
音
、時

に
は
雷
の
い
な
光
を
感
じ
て
生
活
し
て
い

ま
す
。凪
で
大
潮
の
日
に
、浜
を
歩
く
と
２

セ
ン
チ
位
の
鰈
が
、急
い
で
砂
に
も
ぐ
っ
た

り
し
ま
す
。

（
室
蘭
市　

鈴
木
英
子
さ
ん　

72
歳
）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、値
上
げ
、値

上
げ・・・早
く
も
と
の
暮
ら
し
に
な
る
と
良

い
で
す
ネ
。

（
小
樽
市　

宮
古
登
美
子
さ
ん
）

近
年
、蛸
が
不
漁
で
す
。延
縄
、函
、イ
サ
リ

で
獲
り
ま
す
。高
値
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
小
樽
市　

宮
古
知
行
さ
ん
）

お
祭
り
…
中
止
。な
ん
も
楽
し
い
こ
と
が

な
い
こ
の
町
。何
か
楽
し
い
こ
と
が
な
い
の

か
な
。

又
、ホ
タ
テ
の
分
散
も
ち
か
づ
い
て
き
て
る

な
ぁ
～
。来
年
の
ホ
タ
テ
も
良
い
と
い
い

な
ぁ
～
。

（
八
雲
町　

八
雲
の
母
さ
ん　

42
歳
）

ウ
ニ
漁
が
始
ま
り
ま
す
ね
。生
ウ
ニ
丼
が

楽
し
み
で
す
。ウ
ニ
漁
師
の
皆
様
、頑
張
っ

て
下
さ
い
。

（
神
恵
内
村　

浜
の
母
さ
ん
さ
ん　

74
歳
）

夏
は
冷
た
い
ビ
ー
ル
と
お
刺
身
が
最
高

（
豊
浦
町　

阿
部
暁
子
さ
ん　

52
歳
）

コ
ロ
ナ
も
な
か
な
か
収
束
し
ま
せ
ん
が
、少

し
ず
つ
で
す
が
日
常
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
ね
。暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す

が
、少
し
で
も
早
く
普
通
の
暮
ら
し
が
出
来

ま
す
よ
う
に
願
い
ま
す
。

（
根
室
市　

Ｎ
・
Ｕ
さ
ん　

72
歳
）

編集部からのお知らせ

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①〜③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん7月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

②11ページのシークワードの答え

③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

もしもの時　日々の訓練が　命を救う

11ページの間違いさがしの答え

〈宛先〉 7月22日までにお送りください。
　（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
　（ＦＡＸ） 011-242-3543
　（電子メール） info@gyoren.or.jp

編
集
後
記

先
月
号
の
編
集
後
記
で
5
月
中
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
へ「
チ
ー

ム
北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん
」と
し
て
参
加
し
た
と

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、先
日
そ
の「
さ
つ
き

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
企
業
対
抗
戦
」の
最
終
結

果
が
発
表
さ
れ
、何
と
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で

1
5
7
8
団
体
中
、全
国
2
位
と
な
り
ま
し

た
！今

回
参
加
の
メ
ン
バ
ー
は
ぎ
ょ
れ
ん
の
本

所
を
は
じ
め
、道
内
各
支
店
の
猛
者
た
ち

ば
か
り
で
し
た
が
、1
カ
月
と
い
う
長
い
期

間
を
全
員
が
ケ
ガ
な
く
無
事
に
走
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、お
い
し
く
て
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
道
産
水
産
物
を
普
段
か
ら
食
べ

て
い
る
か
ら
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
！
ぜ
ひ

こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
道
産

水
産
物
を
食
べ
て
、北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
暑
い
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
乗
り
切
り
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
村
）
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6月2日よりするめいか漁がスター
トしました。魚体こそまだ小さいも
のの、徐々に数量が増えはじめ、発
泡物で数千ケースの上場となるな
ど、浜は賑わいを見せています。今
後、魚体が大きくなるにつれ、ます
ます水揚げが増え、浜が活気づくこ
とを願っています。

春定置網漁は7月中旬までの漁期と
なっており、現在終盤に差し掛かっ
ています。水揚げ数量ですが、時鮭
は昨年の2倍、本鱒が1.2倍と好調な
水揚げとなっており、鮭鱒類全体で
昨年の約2倍と活気ある春定置網漁と
なっています。一方、6月20日から
徐々に昆布漁が解禁となり、浜の期
待も大きく膨らんでいます。一日で
も多く晴れの日が続き、皆様が安全
に操業できることを願っています。

7月に入り、オホーツク地区も短
い夏を迎えようとしています。浜で
はほたて漁の本操業が始まっていま
す。たこ漁も本格化するなど夏漁が
賑わいを見せており、7月中旬頃か
らはオホーツクサーモンの水揚げが
始まります。8月にはほっき漁が解
禁し、順次水揚げを開始する予定で
す。今後も益々の豊漁と安全操業を
心より祈願しています。

6月１日よりするめいか漁が解禁
となり、函館魚市場での初セリには
マスコミ各社が取材に集まり、市場
は活気に満ちていました。価格も昨
年を上回り、コロナ禍からの回復の
兆しと関係者はとらえています。一
方、噴火湾地区では、毛がに籠漁が
６月20日より解禁となりました。
漁期は7月12日までと短く、炊きあ
がったばかりの毛がにはこの時期
にしか味わえない逸品です。多くの
食卓へ届くよう、今期の豊漁を切に
願っています。

春定置網漁、鮭鱒流網漁で青鱒
の水揚げが大きく伸びています。例
年に比べ型も大きく、浜は賑わって
います。一方、いわしは棒受網漁か
ら始まり、旋網漁も本格化してきま
す。今年も釧路港を中心とし、順
調に水揚げされることを祈っていま
す。昆布については棹前昆布漁が開
始されましたが、天候に恵まれず、
思うように出漁できない日々が続い
ています。天候の回復と、今後の安
全操業を祈っています。

ほたて漁の操業が全地区で本格
化し、浜は一層の賑わいを見せてい
ます。一方、利礼地区でうに漁（の
な）が解禁となったことに加え、7月
には昆布漁が解禁となることから、
今後さらに活気づいてくる季節とな
りました。本格的な夏の訪れを待ち
遠しく思うとともに、夏の最盛期
に向け安全操業で豊漁となることを
願っています。

春定置網漁は終盤を迎えており、
最近では、室蘭魚市場にばふんうに
やむらさきうに、まぐろ、ぶりなど
の姿も見られるようになってきてい
ます。一方、6月20日からは、噴火
湾地区で毛がに籠漁が解禁となりま
した。7月以降には太平洋地区の毛が
に籠漁、そしてほっき漁も解禁とな
りますので、今後の豊漁を願うとと
もに、生産者の皆様の安全操業を心
より祈願しています。

4月下旬から始まった小女子漁は６
月上旬を目処に終漁となりました。
本年度も引き合いは強い状況でした
が、水揚げは低調に推移しました。6
月に入ってからはうに漁・なまこ漁
が順次解禁となりました。うにの実
入りは良好で、昨年に比べ高値で推
移していることから、浜は活気づい
ています。前浜が豊漁となることを
祈念します。

6月1日より開始となったいわし棒
受網漁は、3日が初水揚げとなりまし
た。開始は遅れたものの、昨年と比
べサイズが良く、高値となり幸先の
良いスタートとなりました。一方、
鮭鱒春定置網漁については、標津・
羅臼地区の時鮭水揚げが昨年同時期
に比べ好調であり、いわし同様、今
後の水揚げに期待感が高まっていま
す。そして、交渉の行方が危惧され
ていた貝殻島昆布の日ロ民間交渉
が、6月3日に妥結し、関係者は安堵
しています。引き続きの安全操業と
豊漁を心より祈願しています。

うに漁・なまこ漁が最盛期を迎え
ています。一方、各地区でほたての
分散作業が始まり、浜が活気づく季
節となってまいりました。これから
短い夏本番を迎えますが、熱中症の
予防など体調管理に気を付け、皆様
が安全操業で、大漁となることを心
より祈念しています。



ほっきのカレーライス

レシピアクセス数

第48位

2022年はぎょれんの
ホームページ「おすす
めレシピ365」のアクセ
ス数上位50位からレシ
ピをご紹介します。
魚種や料理法の重複など
考慮して掲載を決めてい
ます。
＊2020年1～12月調べ

番外編

材料� 4人分
ほっき貝…………………… ４個
玉ねぎ（大）… ……………1/2個
じゃがいも（中）…………… ２個
にんじん……………………1/3本
固形カレールー…… 80～100ｇ
油………………………… 少々
ごはん………………………800ｇ
パセリ（みじん切り）……… 適量

今回は「ほっきのカレーライス」をご紹介します。

固形のカレールーを使い、じっくり煮込みます。

火を止める前にほっきを入れ、赤くなったら出来上がりです。

作り方 ➊じゃがいもは2～3センチ角、にん
じんは1センチの角切りにし、玉
ねぎは5ミリの縦切りにする。

➋ほっき貝の足肉を2枚に開き、中
の黒いウロを取り除きます。水洗
いして縦半分に切り、切り目を入
れます。ヒモは半分に切り、貝柱
も水洗いする。（ウロ以外は全部
食べられます。ワタの部分は特に
念入りに水洗い。）

➌鍋に油をひき、野菜をいため、
600ｃｃの水を入れて煮る。

➍野菜がやわらかくなったら、固形
カレールーを入れ、とろみがつく
まで煮る。

➎ほっきを入れ、身が赤くなったら
すぐ火を止める。

➏ごはんにパセリのみじん切りを混
ぜて器に盛り、⑤をかけたら出来
上がり。
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